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2C − 14 　　　　　ヲバ コ馴 化細胞の堵養 （1） ！E長 1こ及 ぼす温度と光の影

　　　　　　　　　　　 響および 無樵含量に つ o て

　　　　　　　　　　　　
o

ヲ百丁野　　均 ・吉日日耋匚武　（ヨ玉｝llナこ・　蔑　・甓旻イじ）

　　高讐植物 の組総堵養物停，
一鯉に鯱 養分 、 炭．素原 ， その他 に種マの肩機玻分

と蓉痕す るが
， 賎ぐの研寃室に お q て は ，堵地中に 箱機物とtて s弧Ctose の み 之蓼

Rす る9パ コ酬化細胞 （HN（r）左以前に 分離 した 。分離 しPC当初 ，細 胞博生長が遅

く
，
齲 隹度も低 か フ たボ

，
その後継代t音養と鮠 ‘寸改良芝 加之た．結果．

， 生長 も速く
、

しか も蘇盈 が均 一 な遊離 細胞が得りれにので ， 本臾験俗この細肥 券よ び才一
キユン

，
ビ9 ミン ε蓉ホしする系田胞（N自 ）（1）生・侵と無機イ才ン〔汲製疋量に 属ぼ す逝（4『ooo

lux）と盪度（t5
， 25

°

c ）の影響t 比較蝓討 しk 。

　　〔生侵．に 屋．ぼ
鹽
す粕の影響〕　　 50日間の f舌養に お（）て ， UNq ，Nα と も1ら℃

，

daStSL下で （さほ とる ど生育 しな か フ 乱 。 しか し他 の塘養条件下で は 生貧 し
，
2S　

“

c
，

卿し七 で両細賂とも最高 の 生長幸左示 tし すな1bち，生艮牽 二 （E・Aqfi　wt ・− 1誠t紐
帆 ，）／（工rk士；aQ 　wt 、 ） は

， H瞬 こ 獣55 ，Ne［
・
U 軸 8であ つ 亀 ． 生長率は両細 贈 ヒも

1ら℃ ヒユ5℃の 両条件下 で ， 妝 こよ フ て 促進され ， 吋 ⊂よ りも2ら゜

この 方 ぶより促進き

衆た 。 ぞ 1て 目N印さ、 i1secヒ2S
”

Cの両条件下で 、

　 N　erよ りも高い 生侵斈左示 し乱 。

hN會の圭長は
、

　N　CTぶ りも捲に よっ て 強く影響されるもの と1魁われ 亀 。

　　（tSEに 及尉 ；蹠 の影鬱〕　 生長龜二つ u て の 皺 儲 〔Ql。（29／tS♪値｛さ，

　　　　　　　　　　　　，
戯 購 りも A’gRtz

’

よリ高 かつ た（梱 〔「に フ Li て Q ，。 はHNCr　C 翫r の 雨方に お U て

，
B，Bt（制 〉冫松 （緑 ）；Nq に つ L・z・c＄

、
6，。r（ereat）＞4．45（鹸 ）L

Nerの Q 監。 侍 ，
羸漉

， 鱗 り ず醍に おq て も HNξき ウも畠 か つ た 。生昼 に尺 es
”9温

度の効果tGr
，
　 H　Nqs リN鯑 の 殉に強 く表 巾れに 。

　　（注】薩に及ぼす光と温蔵の旭鰄 果）　　（2ら
゜

（
，
幺琳 ）／（15

°
c

， 伽 此 ）の

生畏率の比菖 ， HNCr二 28．SS ，
Nq ＝ R．n7であ リ 、 〈　i5　

“
C

，
2・》航 ）／（2ら

゜

C　
，
da，JE）

で は
， H融 二 1、t・r、 敗 歪 αマ5 で あ っ に 。 この 条件では

， 温度と抛の相棄効果は
，

N禽 ＄ りもHNaの方に 占 り組く表オ）搬に と恩のれ
， まに 目甑 の 生侵に 爻寸して光、ぱ孟

度より強｛〕勧果彦与之た 。 HNaの 生侵」博 、 毘と温度の 両充に依存 L て 口 勾縫 マな有

樵成分の 生合成の度合に ぶ っ て影響これて い ゐ δうに 咼わltrc、

　　 Lag同乞の無機イオ 冫U則丈塰〕　　25
°

c
、 4σoo　lax の燈讒条件下で生倉さ 辻た場

劔鸚尹醗蟹鵯毳髏灘み劉 農如寵孟疫
‘

 昌鸚響
ン〔鹹 動も 嚇 り変化 tX6か 7r ・ のに Pttし洲 αに Oo て （s ，P 風 1縄 養期間
樋 じて 僚 し

，
N ， K論 薩 に愉 日した 調 順 劇 ¢ に 贓 ぼ 全鮪 ・こ材

ン皿職 量 が商か ・ た 。
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